
 

 

 

 

 

☆“命を守る責任”について考える！～1/20「命を守る訓練」を実施～ 
▼今年度３回目の「命を守る訓練」を実施しました。“予告なし”で（生徒全員が教室にい

るという状況ではない）掃除の時間中に実施しました。生徒はとても冷静に対応し、静か

にかつ迅速に避難ができました。（消防署の方々からもお褒めの言葉をいただきました！）

終了後、消防署の方々と校長室で懇談をもちましたが、その中でとても大切なお話を聞か

せていただきました。「保育園・幼稚園、小学校、中学校、高等学校、最近では大学にも招かれ

て避難訓練に立ち会う機会が増えました。私たち消防署員が見るのは、児童・生徒・学生では

なく、教職員の姿勢です。ある幼稚園で、教職員の多くがへらへらと笑いながら訓練に参加

をして、さらに火災警報器や消火器の設置場所をよく知らない実態であったので、思わず教

職員を叱ってしまいました。子どもやお年寄りは、いわゆる“災害弱者”です。現場の職員が

防災・減災についてより多くの知識をもち、真剣に訓練に取り組めないで、どうやって“災害

弱者”を守れますか？」・・・身につまされるお話でした。東日本大震災で犠牲となった２

３名の児童の遺族が市と県に損害賠償を求めた「宮城県石巻市立大川小学校“津波事故裁

判”」でも、全国の教育現場に勤める関係者に“子どもの命を守る責任の重さ”を突き付け

られました。これからも稲羽中学校では「命を守る訓練」の内容や方法について検討を重

ね、学校生活において生徒の命を確実に守れる教職員を目指していきたいと思います！ 

☆What  Cool  Students！ 稲中生、頑張っています！ 
【部活動や個人の表彰など】 ※敬称略 

◎男子バスケットボール部 1/19 令和元年度岐阜県ジュニアバスケットボール新人大会 

➡【男子の部】第３位！  ➡【男子優秀選手賞】 𠮷田 晴登(2-3)  

◎陸上競技部 1/13 第 69回新春ぎふシティマラソン大会 

➡【第４部（中学生女子３km）】 

   松波 伶奈(2-1) 第６位！（記録 11分 23秒） 

【ボランティア 50回達成者】 ※敬称略  

②＝２冊目 ③＝３冊目 ④＝４冊目 ⑤＝５冊目 ⑥＝６冊目 ⑦＝７冊目         ↑校長室に届けられる賞状の数々 

◎善家 幸輝(1-1)② ◎岩田 和奏(1-1)② ◎森 志織(1-1)③  ◎新 結愛(1-1)③ 

◎森 旺次郎(1-1)⑥ ◎岩田 美來(1-2)⑥  ◎伊藤杏南実(1-2) ➡ついに９冊目！ 

◎佐々木実葉(2-3)⑤ 

現在３７３冊！（実質１５８名！）・・・稲中はあなたのボランティアに支えられています！ 

【おことわり】『保護者アンケート』の中に「うわべだけのボランティア手帳、お便りに名前を載せ

るのもいかがなものか？」という厳しいお声をいただき、誠に残念に思っております。しかし、校

長として「ボランティアができる子に悪い子はいない」という確信をもって、３月まで、ボランテ

ィアに健気に取り組み、誇りをもって生活している生徒を褒め称え続けたいと考えております。 

ぜっ校長！   
第４４号・・・真冬らしくないですね😅 
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